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シャコ幼生の飼育について（予報）

￣

信】 松利演・三村哲夫・塩屋照雄

（東京都水産試験場）

東京湾のシャコ，Ｓ９"j"αｏγα/oγｉａＤＥＨＡＡＮ，は，湾内打瀬網業者にとって重要な漁

獲対象となっているが、湾内シャコの生態に関しては，ＫｕｂｏｅＭ/4）岩沢DKomai3）

の報告があるにすぎない。

筆者等は，昭和３５年から東京湾内の海洋学的・生物学的調査を続けているが，いまだ

に浮遊期のシャコ幼生を採捕していない。そこで，シャコ幼生の発育過程を明らかにする

目的で，昭和３９年６月以降，シャコの抱卵親を採捕し，卵のふ化および幼生飼育を試

み，成体型幼生にまで飼育することができたので，それらの結果を報告する。

発表にあたり，参照文献および報告のとりまとめについて御指導賜った東京水産大学宇

野寛教授，抱卵親の採捕に御協力下さった東京都打瀬網漁業協同組合長石井福之助氏はじ

め組合員各位，抱卵親の撮影を願った動物写真家岩合徳光氏に心から感謝の意を表する。

抱卵親の蓄養

抱卵親は，おのおの６月４日，７月１日，９月１３日に打瀬網で採捕されたもので順に

Ａ，Ｂ，Ｃ，とする。これらをコンクリート水槽（75×50×50ｃｍ）に収容し，ムラサキイ

ガイの剥身，ゴカイ，アジ肉等を与えて蓄養したが，積極的に摂餌をしていることは認め

られなかった。

親の抱いている卵塊は黄色を呈し，小型鶏卵大で，ひろげると不定形の，しわのある風

呂敷状で，卵数は４～５万粒である。

抱卵親は，２～３分に１回，歩脚を使って卵塊を掻廻す動作を繰返す。その所要時間は

不規則であった。（図版１，１）

水槽内の清掃・残餌の除去等の際に，水槽内を掻廻すと，親は卵塊を離すが，しばらく

すると再び抱きかかえた。

０， イヒ

リロは，親の蓄養後Ａでは３４日，Ｂでは８日，Ｃでは６日でふ化を開始した（第２表)。

ふ化は，一例をあげると（親Ｂ），午前８時頃から始り，その後休みなく続いて，午後
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４時頃までにほとんど全部の卵のふ化が終了した。この間，親は卵塊を休みなく激しく掻

廻していた。

親から卵の一部をとってフラスコ向に収容し，通気によって水を回転させながらふ化さ

せる方法を試みたが，ふ化した幼生は，早産児のためか，ほとんど摂餌せず仁へい死した。

飼育装置

ふ化幼生の飼育には，第１図に示したような循環式水槽を用いた。

飼育槽は，幼生の数によりビーカー（容量２/）またはガラス水槽（容量２/）を使用し，

上面を塩化ビニール波板（青色・不透明）で覆った。照度は水面で600,,,ｘであった。
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第１図シャコ幼生循環飼育装置

濾過槽は，ガラス水槽（容量４/）に，浄水場で使用している濾過砂と，小石を入れた

ものである。

人工海藻槽は，nfocα幼"Ｍｐ・を繁茂させたポリエチレンフィルムを，ガラス水槽（容

量１２/）に入れて，水槽の上から，４０Ｗ昼光色螢光灯を常時照射した（水面で2000lux)。

肉眼的観察により，＆ZocaZpz‘ｓｓｐ・が枯れはじめると，別に培養していた人工海藻槽と交

換した。本槽は，植物を利用して，水中の窒素化合物およびその他の代謝産物を除去する

ことを目的として使用したものである。

飼育水は，砂で濾過した東京湾の海水を煮沸滅菌してから使用した。

飼育水の水温およびｐＨ

飼育中の水温変化は第１表のとおりである。７月下旬～８月中旬に３０°Ｃを記録するこ
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ともあったが，とくに水温を下げる方法は講じなかった。

ｐＨは，飼育期間中を通して，8.5～8.6を保つように努め，８．２以下になると換水し，

また人工海藻槽の交換も行った。

第１表旬別飼育水温変化（午前９時観測）
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中
下
Ｉ６ 旬
旬 23.6

24.4

25.0

25.4

21.2

23.4

親
④

７ 上旬

中旬

下旬

25.4

25.6

27.4

26.5

27.9

28.7

23.2

23.9

26.1

親
⑧

８

旬
旬
旬

上
中
下

29.2

29.8

30.0

30.8

29.0

29.0 ↓

↓
＿’９

上
中
下

旬
旬
旬 親
。20.4 24.01１８．６

量り
20.21

10

上
中
下

旬
旬
旬

26.0

23.5

21.7

18.5

20.5

18.4

17.0

19.0

↑

ヒ
ー
タ
ー
使
用Ⅱ＃

旬
旬
旬

20.6

19.9

24.3

20.9 ↓

↓

餌料

抱卵親Ａのふ化幼生には，ふ化後数日間天然より採集したＯ肋o"α〃α"αおよびＯＳ/

〃/ｉｓを主として与えたが，幼生のへい死が多いので，その後アルテミアのノープリウス

を与えた。

抱卵親ＢおよびＣのふ化幼生には，ふ化直後からアルテミアのノープリウスのみを与え

た６

アルテミアは，毎朝９時，ふ化直後のノープリウスを相当量（とくに計数はしなかっ

た）を与え，翌朝，前日から残存しているものを取り出してから，新しいノープリウスを

与えた。この取り出したアルテミアは，緑藻類（おもにＣﾉｶﾉawQbmo"ａｓ”.）の中でさ

らに培養した結果，全長１０ｍｍ前後にまで成長して，抱卵親となるものも出現したの

で，これらはすべて再び餌料として，第４期以後の幼生に，ノープリウスとともに与え

た。
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５､化幼生の飼育および成長

ふ化直後の幼生は，体長＊約1.8～2.4ｍｍで遊泳は活溌ではないが，光に対して正の

反応を示した。

親Ａ，Ｂ，Ｃ，からふ化した幼生の各期（Stage)*＊に達するに要した日数，幼生の大

きさおよび歩留りなどをまとめて示すと，第２表のようになる。

幼生は，ふ化後２～３日目に第１回の脱皮を行い（第２期)，遊泳も活溌となり，勢い

第２表シャコ幼生の飼育経過（1964）

、i雪i㈱
期、、

体長118ｍｍ

７．１．採捕

体長120ｍｍ

６．１．採浦

６．９．発眼

Ｃ９１ａ採捕ＢＡ 備考

７月８日ふ化 ９月19日ふ化７月４日ふ化

１

体長,ル２４m岳0耀Ｉ 300尾収容200尾収容

遊泳活発
になる

回転運動
をする

大型アル
テミアを
混合して
与える

共喰現象

９月20日

(２日目）

７月６日

(３日目）

７月９日

(２日目）２

７月１１日

(４日目）

９月26日

(８日目）

体長3.5ｍｍ

７月９日

(６日目）３

７月２０日

(１３日目）

９月30日

(12日目）

体長５ｍｍ

７月１５日

(12日目）

体長８ｍｍ

４

底津件が
みられる

７月３０日

(23日目）

10月５日

(１７日目）

７月20日

(17日目）５

98尾生残Ｉ15尾生残

物かげに
かくれる

８月１５日

(39日目）

10月19日

(31日目）

６６日目仁へい死

７月25日

(22日目）６

3尾生残10尾生残

砂を掘っ
てもぐる

８月２７日 ２尾生残

(52日目）５８日目に
体長11～17ｍｍへい死

Ａｄｕｌｔ

ｌ型

（７）

８月３日

(31日目）

体長17ｍｍ １尾生残

Ａｄｕｌｔ

Ｉ型

（８）

８月12日

(40日目）

体長19ｍｍ
脱皮して
へい死

＊体長は，額角の基部から，尾部中央のＵ字型の後縁（凹みの底にあたる部分）までとした。

**ふ化直後から第１回の脱皮までの時期を第１期，第１回脱皮から第２回脱皮までを第２期（以

下同様）とした。
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良<直進したり，宙返り状の回転運動をしたりして元気に泳ぎまわり，アルテミアの群の

中に飛び込んで行くのが観察された。

ふ化後４～８日で第３期となった。体長は３．５ｍｍ以上となり，盛んに摂餌し，十分に

摂餌した個体は，体内が赤くなっているのが観察された。

第４期になると，体長は５～８ｍｍとなった。この時期からアルテミアのノープリウ

スのほかに大型アルテミアも混ぜて与えた。

この期のシャコ幼生は，自己の体長にほぼi丘い大型アルテミアを，第２顎脚（いわゆる

ハサミ）を使って，たくみに捕え，尾部から約３０分間で完全に食べ尽すのを観察した。

‘第３期から第４期になる際の脱皮の一例を示すと次のようである。シャコ幼生は，頭部

を上にして，垂直に近い姿勢になり，小間隔で上下にこまかく運動し，殻を尾部の方へ，

脱ぎ捨てるようにして脱皮した。

第５期になって，はじめて飼育槽の底を歩きまわるようになり，遊泳している時間は次

第に短かくなった。第６期には，さらに底生性が著しく，ほとんど遊泳しなくなり，小石

の脇や物蔭に隠れるようになった。

第６回目の脱皮が終ると（第７期になる)，成体型（Adultform）幼生となり，体長は

１１～１７ｍｍに達した。この脱皮は，夜間，おそらく早朝に行われるらしく，脱皮後の成

体型は，常に朝発見された。この期の幼生は，砂に潜ったり，物蔭に隠れたり，歩脚で砂

粒を隠れ場の周囲に運んだりして，親の習性に近くなる。餌料としては，大型アルテミア

のほかに，ムラサキゴカイの剥身細片や，ゴカイの細片を与えたが，摂餌したかどうかは

確認できなかった。

この成体型幼生が，さらに脱皮して第８期となり，体長１９ｍｍとなった。

本実験において得られたシャコ幼生の成体型は，親Ａ（ふ化幼生100尾中）からふ化後

３１日目に１尾，親Ｂ（ふ化幼生２００尾中）から５０日目に２尾の合計３尾であった。親

Ｃの幼生は，ふ化後６６日間飼育したにもかかわらず，第６期から変態が進まず，成体型

幼生をうることができなかった。

考察

シャコを卵から成体型幼生まで飼育することができたが，歩留りは低いものであった。

とくに，餌料については，７月９日ふ化した幼生を１００尾ずつ３群に分け，アルテミアノ

ープリウスのみのもの，アルテミアとCopepodaを混ぜたもの，Copepodaだけのものを

与えて５日間飼育した結果，生残数はそれぞれ，３０尾，９尾，４尾となり，その結果ア

ルテミアに頼らざるを得なかった。なお，今回は人工餌料による飼育は試みなかった。
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八塚6)によれば，アルテミアのふ化直後のノープリウスと，前日にふ化して，貯蔵栄養

を消耗したノープリウスとでは，餌料としての価値にかなりの差があるとしている。そこ

で，緑藻中で養成した大型アルテミアを第４期以後のシャコ幼生に与えた。このことは，

緑藻の栄養がシャコ幼生の成長に好影響をおよぼしたものと考えられる。

循環飼育装置に植物を利用して，窒素化合物，その他の代謝産物の除去を行う方法は，

Shelbourne5)をはじめ，いくつかの試み2)7)があるが，これらは大体，Ｅ"te'wlzoゆんα等，

葉体の大きいものを利用した場合が多い。

筆者等は，ポリエチレンフィルムに付着繁茂させたaZocaゆ"ssp・を使用した。

Ｅｂ/ocaゆ"ｓｓｐ．は付着珪藻や緑藻より強く，かなり悪い環境でも生育するようである。

人工海藻を使用することによって，飼育槽のｐＨは，かなりの期間8.5～8.6を保てた。

また，人工海藻槽中のアンモニア態窒素の分析を行った結果全く検出されず，Ebfocam"s

sp・が循環水の浄化に役立っているものと考えられる。

ふ化から，成体型になるのに要する日数は，抱卵親によって異なり，親Ａでは３１日間，

Ｂで５１日間を要し，Ｃでは６６日間飼育したが成体型に達しなかった。このことは，飼育

時期の差による水温の低下と関係しているように思われるが，今後に問題を残している。

シャコ幼生の，ふ化直後の形態および大きさ，成体型に至る脱皮回数，底生性が現れる

時期，最初の成体型の大きさ等について，KoMAI2)の天然産のものによる記載とはかなり

の差が認められる。しかし最初の成体型の大きさについては，HANsEN（1926）と一致し

ている。

今回は，－尾でも多くの成体型幼生を生残させることを目的としたため，形態・生態・

歩留り・成長などに関して詳細な観察を行うことができなかったが，本実験結果を基礎と

してさらに吟味を重ね，これらの点について研究を進め，報告する予定である。

要約

昭和３９年６月から１０月にかけて，シャコ幼生を飼育した。

１）シャコの抱卵親を採捕し，これから幼生をふ化せしめ，６回の脱皮（肉眼的観察）

後，成体型の幼生を得た。

２）幼生の飼育には，循環濾過装置を使用し，Ebfocaゆ"ssp、を繁茂させた人工海藻槽

を水質保全のため，砂礫濾過槽とともに併用した。

３）餌料として，ルノe〃ａｓα""αのnaupliusおよび，緑藻で飼育した大型アルテミ

アを与えた。
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図版Ｉ

１．キ包卵親ンヤコ（体長；１４８ｍｍ）

２．同上、歩脚を使って、かき廻す動作をくりi区す。

３．ふ化'百後のシャコ稚仔。

４．ふ化直後（ｲ本長う１．８－２．６ｍｍ）１目；０．５mｍ

５．１回脱皮後（体長；２．８－３．７ｍｍ，ふ化後２－３日）１目４０．５mｍ

図版、

６．４回脱皮後(体長；７－１１．Ｇm､，ふ化後１７日）１目；1.0mｍ

７．５回脱皮後(体長；１０－１６.Gnm，ふ化後２２日）１目；1.0mｍ

８．６回脱皮後(体長；１１－１７．０ｍｍ，ふ化後３１日）１目；1.0mｍ

９．遊泳中のシャコ幼生体長；１６．０mm，（餌料Artemiasalina）
１０.Ａｄｕｌｔｆｏｒｍ（７回脱皮後，１目；１．α、､）

（左)抱卵親Ａ；体長１，ｍｍ，ふ化後４０日，（成体型となって２回脱皮）
（右)抱卵親Ｂ；体長17ｍｍ，ふ化後５１日，
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